
 

 

 

 

 

 

  

 

＜令和 7 年度 第１回班別野外レクリエーション報告-３ 

◎6 班 実施日７月 22 日(火) 見学先：広島市大州雨水貯留池 

マツダスタジアムの地下にある大州雨水貯留池の見学に行き

ました。 

炎天下の中 涼しい地下で広島市下水道局の職員の方から、豪

雨の際の洪水対策や雨水再利用 の節水など作られた目的など

の説明を受け、しかもこの巨大構造設備が常時無人で 管理さ

れているとのこと。見るもの聞くもの全てが想像以上で、ただ

感嘆しました。設備のほかにカープ坊やのマンホール蓋、排水

残土の中に芽を出している       

“モヤシ”・・・・・。 

カープ球団、広島お好み焼き天国とこんなところも広島市

民との 強い繋がりを再確認しました。  

野外レクに先立ち福屋広島 11 階にある「讃兵衛」で和や

かに親睦をはかり、猛暑の中ではありましたが有意義な一日

になりました。   【６班副班長 文化部 汲地 澄江】 

◎7 班 実施日７月 29 日(火) 見学先：旧千葉家住宅と織田幹雄記念館 

雲ひとつないピーカンの天気に恵まれ？（ものすごく暑い

日でした）私たちは安芸郡海田町の海田市駅近くにある県重

要文化財 旧千葉家住宅と日本人初のオリンピック金メダリス

ト織田幹雄さんの記念館に行ってきました。 

江戸時代西国街道沿いの海

田市は宿場町として栄え、千

葉家は代々宿駅の要職を務

め、屋敷には数々の資料が展

示してありました。また昭和初期まで使用していた井戸や台所な

どは「懐かしいねえ、これ家でも使いよった」等言いながら見

学、立派なお庭でしばしの涼をとり織田記念館へ。 
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【裏面へ続く】 



織田さんは小柄な体格ではあるが並外れた足のバネを持ちアムステル大会の三段跳で日本人初 

の金メダルをとりました。その 3 歩の距離の長いことに「すごいねえ」と驚嘆。金メダルのレプ

リカを首にかけ表彰台に上り記念撮影。見学後は近くの「居酒屋 安べゑ」で昼食、暑くても元気

な 7 班の 1 日でした。                     【7 班 文化部 國中一子】 

◎3 班 実施日７月 14 日(火) 見学先 広島市環境局中工場  

3 班の野外レクリエーションは、7 月の予約が取れないの

で、 8 月 25 日（月）に広島市環境局中工場を見学致しまし

た。 まだ暑い中、14 名中 12 名が参加しました。 映画のロ

ケ地になっただけに、とても近代的な建物でした。 原爆死没

者慰霊碑を設計した丹下健

三氏の弟子、谷口吉生氏の

設計で、中工場から一直線

上に慰霊碑その後ろに原爆ドームが繋がります。深く考えさせ

られました。 5 年後には、南区東雲の南工場跡地に新工場が

出来るようです。 

 懇親会は、キャナリーロウで昼食会を持ちました。 最後の

デザートまで頂き、楽しい一時を過ごしました。 次の野外レ

クリエーションが楽しみです。   【3 班 副班長 塚定志保】                                     

 

 

 

8/6 平和記念式典での車椅子介助ボランティ

アに、ボランティア情報連絡会メンバー5 名で

参加し、貴重な体験をさせて頂きました。 

新旧 2 名 1 組での車椅子介助中、事前講座で

教わった段差での声掛けなど細心の注意を払い

ながら、利用者の方々から、普段聞くことので

きない被爆者遺族の壮絶な体験談を聞き、心が

痛みました。 

特に印象に残ったのは、姉妹と母親が残されたご遺族の方の「母親が座

して食事をする姿を見たことがない。」という言葉でした。ボランティア活動での学びもさること

ながら、平和への祈りを新たにする有意義な活動でした。    【大学院 2 年 1 班 津江 瑞穂】 

シニア大学混声合唱団が参加いたします。ぜひ聞きに来てください！！ 

日 時  １０月１９日 11：00〜  出番は、13：30〜15：00 

場 所  コジマホールディングス西区民文化センターホール 

主 催 広島県合唱連盟主催   

平和記念式典での車椅子介助ボランティアに参加して 

広島県合唱フェスティバル２０２５


